
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  冷媒流体を流通させる内部筒体(1)と、

蓄熱材を充填するための空間(3)をあけて前記内部パイ

プ(1)の周りに形成された外部筒体(2)と、これら内外両

筒体(1)，(2)を連結する複数の放射状のリブ(4)…とか

らなるパイプ体(5)が合成樹脂材料によってフレキシブ

ル性を持たせた状態で一体的に形成され、該パイプ体

(5)が所定長さに切断されて前記空間(3)内に蓄熱材が充

填され、空間(3)の両端開口部(3a)，(3b)が蓋体(6)で密

封されている蓄熱体。

【請求項２】  前記パイプ体(5)の両端部において外部

筒体(2)がリブ(4)と共に切除されて内部筒体(1)が露出

してジョイント部(1a)が形成されている請求項１に記載

の蓄熱体。

【請求項３】  前記パイプ体(5)の外周面が断熱材から

なる被覆体(7)でカバーされている請求項１又は２に記

載の蓄熱体。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、割安な夜間電力を

使って蓄熱し、これを昼間の冷房や暖房等の空調或いは

各種産業分野の冷暖房のために放熱利用する蓄熱システ

ムにおいて、潜熱蓄熱媒体として使用される蓄熱体に関

するものである。

【０００２】

【従来の技術】近年、電力需要の逼迫や新規発電所建設

の困難性から、夜間電力を有効利用して昼間電力利用を

抑制し、省エネルギー化を図る為の電力負荷標準化シス

テムの技術開発が要望されている。このような夜間電力

を利用した蓄熱冷暖房システムは例えば熱エネルギーを
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蓄熱するための蓄熱剤を封入した多数のカプセルを内部

に収納した蓄熱タンクを必要とした。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかしこのような蓄熱

タンクは、サイズが大型化して設置場所に大きな制約を

受けると共に、空調面積に応じたサイズのものを用意せ

ねばならずコストが高くつく、といった問題点があっ

た。殊に、一般住宅等の小規模空調システムにあっては

設置場所に制約を受けることは、コスト高と相まってシ

ステム導入の大きな弊害となっている。

【０００４】そこで本発明は、決められた大きさのタン

クを必要とせず、空調面積に合わせて必要な長さに切断

して、若しくは所定長さに切断したものを必要な数だけ

組み合わせて床下等に設置することのできる潜熱蓄熱体

を提供することを主たる目的とするものであって、これ

により、コストの低減化と、設置場所の制約のクリアー

を図ることを目的とするものである。

【０００５】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成する為に

本発明では次のような技術的手段を講じた。即ち、本発

明にかかる蓄熱体にあっては、冷媒流体を流通させる内

部筒体１と、蓄熱材を充填するための空間３をあけて前

記内部筒体１の周りに形成された外部筒体２と、これら

内外両筒体１，２を連結する複数の放射状のリブ４…と

からなるパイプ体５が合成樹脂材料によってフレキシブ

ル性を持たせた状態で一体的に形成されている。そして

該パイプ体５が所定長さに切断されて前記空間３内に蓄

熱材が充填され、空間３の両端開口部３ａ，３ｂが蓋体

６で密封されている構造とした。

【０００６】

【発明の実施の形態】前記パイプ体５の両端部におい

て、外部筒体２をリブ４と共に切除して内部筒体１を露

出してジョイント部１ａを形成するのがよい。これによ

り所定の長さに切断された複数の蓄熱体Ａを相互に連結

するのに便利である。

【０００７】また、蓄熱効率を高めるために、前記パイ

プ体５の外周面を断熱材からなる被覆体７でカバーして

おくのが好ましい。

【０００８】

【実施例】以下、本発明の構成を図１～図７に示した実

施例に基ずき説明する。図において符号Ａは本発明に係

る蓄熱体を示すものであって、冷媒流体を流通させる内

部筒体１と、蓄熱材を充填するための空間３をあけて前

記内部筒体１の周りに形成された外部筒体２と、これら

内、外筒体１，２を連結する複数の放射状のリブ４…と

からなるパイプ体５が合成樹脂材料によってフレキシブ

ル性が付与された状態で一体的に形成されている。そし

て図３に示すように、該パイプ体５が所定長さに切断さ

れて前記空間３内に潜熱蓄熱材が充填され、空間３の両

端開口部３ａ、３ｂが蓋体６で密封されている。

【０００９】本実施例では、前記パイプ体５の両端部に

おいて、外部筒体２をリブ４と共に切除して内部筒体１

を露出してジョイント部１ａ，１ａが形成されている。

また前記パイプ体５の外周面は断熱材からなる被覆体７

がフレキシブル性を損なわない程度で被覆されている。

【００１０】前記内部筒体１は外部の蓄熱材との熱伝達

性を高めるためにその強度を損なわない範囲でできるだ

け薄く形成するのが好ましい。

【００１１】上記蓄熱体Ａの空間３に封入される潜熱蓄

熱剤は図３に示すように空気層を若干残した状態で密封

されている。またこの潜熱蓄熱剤は蓄熱システムの用途

によって選択され、例えば高温域では酢酸ソーダ、酢酸

ソーダ化合物、塩化カルシウム六水塩等があり、低温域

では塩化ナトリウム水溶液、塩化アンモニウム水溶液、

塩化カリウム水溶液、炭酸水素カリウム水溶液、炭酸ソ

ーダ水溶液、水等がある。

【００１２】上記のごとく形成された蓄熱体Ａは所望の

長さのものを図４に示すように設置場所の大きさに適し

た任意の大きさにジグザク状に屈曲させ、又は図５に示

すように渦巻き状に巻回し、或いは図６に示すように所

定の長さに切断したものを複数本複数段に直列状に連結

して蓄熱集合体を形成して所定の箇所に設置し、内部筒

体１に冷媒流体を流して外側の空間３に充填した潜熱蓄

熱材との間で熱交換を行わせるものである。この場合、

蓄熱集合体の全体を断熱性の外ケース或いはネットその

他任意の素材で梱包して集合形態を保持するようにする

のが好ましい。また蓄熱体設置場所や収納スペース、希

望蓄熱容量等の条件に応じて蓄熱体の長さや数を増減し

て設置することは勿論である。

【００１３】上記実施例では、前記パイプ体５の両端部

において、内部筒体１を露出してジョイント部１ａ，１

ａを形成したが、このジョイント部１ａ，１ａを形成し

ないで、図１で示す切断端面に開口した内部筒体１に直

接的に連結用のパイプを差し込んで連結することも可能

である。

【００１４】図８は本発明の蓄熱体の他の実施例を示す

ものであって外部筒体２並びにリブ４…が断面形状にお

いて緩やかな波形で形成されている。これにより空間３

内に充填された潜熱蓄熱材の温度変化による体積の膨張

と収縮の繰り返しを吸収して外部筒体の疲労を緩和する

ことができる。

【００１５】以上本発明の代表的と思われる実施例につ

いて説明したが、本発明は必ずしもこれらの実施例構造

のみに限定されるものではない。例えば空間３の両端開

口部を閉鎖する蓋体６は、例えば容器の蓋状のもので密

封させてもよく、空間３を密封できる構造のものであれ

ばどのような形態であってもよい。その他本発明では前

記の構成要件を備え、かつ本発明の目的を達成し、下記

の効果を奏する範囲内において適宜改変して実施できる

ものである。
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【００１６】

【発明の効果】本発明にかかる蓄熱体は上記のごとく構

成したものであるから、従来のような決められた大きさ

のタンクを必要とせず、空調容量や設置収納場所の広さ

や条件に合わせて必要な長さのものを、若しくは所定長

さに切断したものを必要な数だけ組み合わせて自由な形

態で集合組成することができ、これにより、設置場所の

制約が大きく緩和されて床下や庭隅等の空間に設置した

り格納することができると共に、高価なタンクを必要と

しないため大幅なコストの低減化を図ることができる。

加えて蓄熱体を可搬サイズに分割することにより、運搬

や床下への搬入、搬出が楽になり設置やメンテナンス等

を容易に行うことができるといった効果がある。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明に係る蓄熱体の実施例を示す斜視図であ

って、ジョイント部を形成する前の形態を示す。

【図２】図１で示した蓄熱体の両端部分の外部筒体を切

除してジョイント部を形成した状態を示す斜視図。

【図３】本発明に係る蓄熱体の断面図。

【図４】上記蓄熱体の使用例を示す平面図。

【図５】上記蓄熱体の他の使用例を示す平面図。

【図６】上記蓄熱体の更に他の使用例を示す平面図。

【図７】上記蓄熱体の横断面図。

【図８】上記蓄熱体の他の実施例を示す横断面図。

【符号の説明】

１    内部筒体

１ａ  ジョイント部

２    外部筒体

３    空間

３ａ  開口部

４    リブ

５    パイプ体

６    蓋体

７    被覆体

Ａ    蓄熱体

【要約】

【課題】  決められた大きさのタンクを必要とせず、空

調面積に合わせて必要な長さに切断して、若しくは所定

長さに切断したものを必要な数だけ組み合わせて床下等

に設置することのできる潜熱蓄熱体を提供すること。

【解決手段】  冷媒流体を流通させる内部筒体１と、蓄

熱材を充填するための空間３をあけて前記内部パイプ１

の周りに形成された外部筒体２と、これら内外両筒体

１，２を連結する複数の放射状のリブ４…とからなるパ

イプ体５が合成樹脂材料によってフレキシブル性を持た

せた状態で一体的に形成され、該パイプ体５が所定長さ

に切断されて前記空間３内に蓄熱材が充填され、空間３

の両端開口部３ａ，３ｂが蓋体６で密封されている構

造。

【図１】
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【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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